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改
定
綱
領
講
座 

改
定
綱
領
が
開
い
た
「新
た
な
視
野
」（
講
義
レ
ジ
メ
）* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹
部
会
委
員
長 

志
位 

和
夫 

 

は
じ
め
に―

―
駐
日
大
使
館
の
方
々
か
ら
の
２
つ
の
感
想 

 

一
、
綱
領
一
部
改
定
の
全
体
像―

―

党
大
会
の
結
語
で
の
理
論
的
整
理 

 

全
党
討
論
を
踏
ま
え
た
党
の
認
識
の
到
達
点 

綱
領
一
部
改
定
の
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て 

 
 二

、
中
国
に
対
す
る
綱
領
上
の
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て 

 

２
０
０
４
年
の
綱
領
改
定―

―

「
社
会
主
義
を
め
ざ
す
新
し
い
探
究
が
開
始…

…

」
と
規
定 

・
１
９
９
８
年
の
両
党
関
係
正
常
化―

―

こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
干
渉
へ
の
反
省
は
世
界
に
例
が
な
い 

・
民
主
主
義
と
人
権
の
問
題―

―

両
党
会
談
で
率
直
に
提
起
し
た 

そ
の
後
の
中
国
の
変
化―

―

こ
の
１
０
年
余
の
わ
が
党
の
体
験
と
対
応
に
つ
い
て 

・
チ
ベ
ッ
ト
問
題
、
劉
暁
波
氏
問
題―

―

看
過
で
き
な
い
国
際
的
な
人
権
問
題
が 

・
東
シ
ナ
海
と
南
シ
ナ
海―

―

あ
ら
わ
に
な
っ
た
覇
権
主
義
的
な
行
動 

・
２
０
１
６
年
ア
ジ
ア
政
党
会
議―

―

中
国
へ
の
見
方
を
決
定
的
に
変
え
る
契
機
に 

・
第
２
７
回
党
大
会
決
議
で
の
大
国
主
義
・
覇
権
主
義
批
判―

―

中
国
側
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て 

・
綱
領
一
部
改
定―

―

１
０
年
余
の
事
実
と
体
験
に
も
と
づ
い
て
く
だ
し
た
結
論 

な
ぜ
こ
う
し
た
誤
り
が
起
こ
っ
た
か―

―

２
つ
の
歴
史
的
根
源
に
つ
い
て 

・
自
由
と
民
主
主
義
が
存
在
し
な
い
も
と
で
の
革
命―

―

革
命
後
も
こ
の
課
題
が
位
置
づ
け
ら
れ
ず 

・
大
国
主
義
の
歴
史―

―

世
界
第
二
の
「
経
済
大
国
」
と
な
る
も
と
で
誤
り
が
顕
在
化 

今
回
の
綱
領
改
定
の
意
義―

―

半
世
紀
余
の
闘
争
の
歴
史
的
経
験
を
踏
ま
え
た
「
新
し
い
踏
み
込
み
」 

・
こ
れ
ま
で
は
〝
社
会
主
義
（
を
め
ざ
す
）
国
〟
の
中
に
生
ま
れ
た
誤
り
の
批
判
と
し
て 

・
対
外
的
に
覇
権
主
義
の
行
動
を
と
る
も
の
は
、
国
内
で
社
会
主
義
を
め
ざ
す
と
判
断
す
る
根
拠
な
し 

国
際
的
大
義
に
た
っ
た
批
判
を
つ
ら
ぬ
く 

・
世
界
の
平
和
と
進
歩
に
と
っ
て
の
大
義―

―

公
然
と
し
た
批
判
は
覇
権
主
義
へ
の
痛
手
に 

・
日
中
両
国
の
真
の
友
好
に
と
っ
て
の
大
義―

―

排
外
主
義
、
歴
史
修
正
主
義
に
厳
し
く
反
対
す
る 
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三
、
植
民
地
体
制
崩
壊
を
「
構
造
変
化
」
の
中
心
に
す
え
、
２
１
世
紀
の
希
望
あ
る
流
れ
を
明
記
し
た 

 

改
定
前
の
綱
領
の
〝
２
つ
の
構
造
変
化
が
起
こ
っ
た
〟
と
い
う
組
み
立
て
を
見
直
し
た 

・
改
定
前
の
綱
領―

―

「
世
界
の
構
造
変
化
」
を
２
つ
の
角
度
で
整
理 

・「
２
つ
の
体
制
の
共
存
」
と
い
う
世
界
論
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
点
で
も
画
期
的
意
義 

２
０
世
紀
の
巨
大
な
変
化
の
分
析
に
立
っ
て
、
２
１
世
紀
の
発
展
的
展
望
を
と
ら
え
る 

・
世
界
論
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
よ
っ
て
、
世
界
の
見
晴
ら
し
が
グ
ー
ン
と
よ
く
な
っ
た 

・
改
定
の
具
体
的
な
内
容―

―

人
権
の
問
題
を
補
強
し
、
２
１
世
紀
の
希
望
あ
る
流
れ
を
明
記
し
た 

一
握
り
の
大
国
か
ら
、
世
界
の
す
べ
て
の
国
ぐ
に
と
市
民
社
会
に
国
際
政
治
の
主
役
が
交
代
し
た 

・
野
党
外
交
の
強
い
実
感
の
裏
付
け―

―

核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
連
会
議 

・
核
兵
器
禁
止
条
約―

―

世
界
の
諸
政
府
と
市
民
社
会
が
肩
を
並
べ
て
つ
く
り
あ
げ
た
歴
史
的
壮
挙 

核
兵
器
禁
止
条
約―

―

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
と
い
う
枠
組
み
の
性
格
が
大
き
く
変
わ
っ
た 

・
戦
後
の
歴
史
に
前
例
を
み
な
い
差
別
的
で
不
平
等
な
条
約 

・
条
約
第
６
条
を
生
か
し
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
進
も
う
と
い
う
流
れ
の
発
展 

・
最
悪
の
差
別
的
な
条
約
か
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約
と
い
う
「
宝
石
」
が
生
み
出
さ
れ
た 

平
和
の
地
域
協
力
の
流
れ―

―

東
南
ア
ジ
ア
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
現
状
と
展
望 

・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
成
功―

―

「
話
し
合
い
を
続
け
る
こ
と
」 

・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ―

―

逆
行
や
複
雑
さ
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、
長
い
視
野
で
展
望
を
つ
か
む 

国
際
的
な
人
権
保
障
の
発
展―

―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て 

・
普
遍
的
な
人
権
保
障
の
取
り
決
め
を
土
台
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
際
条
約
・
宣
言
が 

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
何
か―

―

日
本
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
の
２
つ
の
根
っ
こ 

・
無
意
識
の
「
し
が
ら
み
」
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
己
の
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を 

・
日
本
共
産
党
と
し
て
ど
う
い
う
姿
勢
で
と
り
く
む
か―

―

学
び
、
自
己
改
革
を 

・
科
学
的
社
会
主
義
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等―

―

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』 

 

四
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
比
較
論
か
ら
解
放
さ
れ
、
本
来
の
社
会
主
義
の
魅
力
を
示
す
こ
と
が
可
能
に 

 

改
定
前
の
綱
領
の
立
場―

―

資
本
主
義
と
の
比
較
論
、「
先
駆
性
」
の
発
揮
へ
の
期
待 

・
２
０
１
４
年
の
第
２
６
回
党
大
会―

―

「
い
や
お
う
な
し
に
対
比
が
試
さ
れ
る
」 

・
中
国
に
お
け
る
深
刻
な
格
差
の
広
が
り―

―

比
較
論
か
ら
解
放
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い 
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格
差
拡
大―

―

資
本
主
義
を
の
り
こ
え
た
社
会
へ
の
模
索
、
社
会
主
義
へ
の
希
望
が
広
が
っ
て
い
る 

・「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
若
い
世
代
の
約
７
０
％
が
『
社
会
主
義
者
』
に
投
票
し
た
い
！
」 

・
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
報
告
書―

―

「
再
分
配
を
越
え
る
措
置
が
必
要
」 

気
候
変
動―

―

〝
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
、
前
例
の
な
い
シ
ス
テ
ム
移
行
が
必
要
〟
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
） 

・「
２
１
０
０
年 

未
来
の
天
気
予
報
」―

―

文
字
通
り
の
「
気
候
危
機
」
に
直
面
し
て
い
る 

・「
前
例
の
な
い
シ
ス
テ
ム
移
行
」―

―

資
本
主
義
の
是
非
が
根
本
か
ら
問
わ
れ
て
い
る 

マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
は
、
解
決
の
根
本
的
道
筋
、
手
が
か
り
を
示
し
て
い
る 

・
資
本
主
義
の
も
と
で
な
ぜ
格
差
が
生
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
解
決
の
道
は
ど
こ
に
あ
る
か 

・
気
候
変
動
の
問
題―

―

『
資
本
論
』
の
中
に
問
題
解
決
の
手
が
か
り
が
あ
る 

〝
社
会
主
義
の
新
た
な
出
番
〟
の
時
代―

―
未
来
社
会
の
展
望
、
希
望
を
大
い
に
語
ろ
う 

帝
国
主
義
と
覇
権
主
義―

―

３
つ
の
点
で
修
正
・
補
強
を
行
っ
た 

・
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
侵
略
性―

―

２
つ
の
核
心
を
よ
り
普
遍
的
な
形
で
記
述 

・「
世
界
の
構
造
変
化
」
を
踏
ま
え
た
弾
力
的
ア
メ
リ
カ
論―

―
将
来
を
見
据
え
て
い
よ
い
よ
大
切
に 

・「
ど
ん
な
国
で
あ
れ
覇
権
主
義
を
許
さ
な
い
」―

―

国
際
連
帯
の
中
心
課
題
の
一
つ
に
す
え
た 

改
定
綱
領
は
、
未
来
社
会
へ
の
道
を
、
よ
り
豊
か
に
多
面
的
に
し
め
す
も
の
と
な
っ
た 

 

五
、
社
会
主
義
革
命
の
世
界
的
展
望
に
か
か
わ
る
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
立
場
が
押
し
出
せ
る
よ
う
に 

 

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
明
ら
か
に
し
た
社
会
主
義
革
命
の
世
界
的
展
望 

・
〝
資
本
主
義
が
進
ん
だ
国
か
ら
革
命
が
は
じ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
が
決
定
的
意
義
を
も
つ
〟 

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
革
命
と
遅
れ
た
国
ぐ
に
の
変
革
の
関
係―

―

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
描
い
た
展
望 

中
国
に
対
す
る
綱
領
上
の
規
定
の
見
直
し
は
、
未
来
社
会
論
で
も
新
た
な
画
期
的
視
野
を
開
い
た 

未
来
社
会
に
継
承
す
べ
き
「
５
つ
の
要
素
」―

―

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
力
説
し
た
も
の 

・「
高
度
な
生
産
力
」―

―

未
曽
有
の
生
産
力
を
発
展
さ
せ
、
未
来
社
会
の
物
質
的
土
台
を
つ
く
る 

・「
経
済
を
社
会
的
に
規
制
・
管
理
す
る
仕
組
み
」―

―

銀
行
制
度
は
未
来
社
会
に
進
む
テ
コ
に
な
る 

・「
国
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る
ル
ー
ル
」―

―

「
新
し
い
社
会
の
形
成
要
素
」
を
成
熟
さ
せ
る 

・「
自
由
と
民
主
主
義
」―

―

「
民
主
共
和
制
」
を
一
貫
し
て
掲
げ
続
け
た 

・「
人
間
の
豊
か
な
個
性
」―

―

「
個
性
」
の
発
展
と
い
う
角
度
か
ら
人
類
史
を
概
括 

綱
領
で
「
５
つ
の
要
素
」
と
し
て
ま
と
め
た
形
で
整
理
し
た
意
義―

―

４
つ
の
角
度
か
ら 

・
発
達
し
た
資
本
主
義
国
に
お
け
る
社
会
変
革
が
「
大
道
」
で
あ
る
こ
と
を
理
論
的
に
裏
付
け
た 

・
未
来
社
会
の
イ
メ
ー
ジ―

―

「
豊
か
で
壮
大
な
可
能
性
」
が
よ
り
具
体
的
に
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
た 
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・「
今
の
た
た
か
い
が
未
来
社
会
へ
と
地
続
き
で
つ
な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た 

・
旧
ソ
連
、
中
国
な
ど―

―

自
由
と
民
主
主
義
、
個
性
の
発
展
な
ど
の
取
り
組
み
は
無
視
さ
れ
た 

日
本
共
産
党
が
置
か
れ
た
世
界
的
位
置
を
深
く
自
覚
し
て
、
力
を
つ
く
そ
う 

 

・
日
本
共
産
党
は
世
界
的
に
も
重
要
な
位
置
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る 

 

・「
特
別
の
困
難
性
」
を
突
破
し
た
先
に
は
、
前
人
未
到
の
「
豊
か
で
壮
大
な
可
能
性
」
を
も
つ
未
来
が 


